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Summary 

A m ethod of in duc ing in vitro flo wer mg an d fru iting of s tra wb erry plan ts ob ta in ed by 
s hoo t ap ex cul tur e was in ves tiga ted. When s tra wb erry plan ts wer e  cul tur ed in the flask 

(300 ml ), the cro wn did no t enlarg e o ver 3 mm d iam eter ,  wher eas when cul tur ed in a 
cul tur e-bo ttl e  (100 mm xllO mm xlOO mm ), the cro wn enlarg ed to 5 mm d iam eter. 

A J un e-b ear ing typ e s tra wb erry,'To yono ka ', and an ever -b ear ing typ e,'Summ erb erry '  
with 3 mm cro wn diam eters d id no t d iff er en tia te flo wer buds ,  wher eas thos e with 5 mm 
cro wn d iam eters wer e in duc ed to flo wer e. 

T he p erc en tag es of flo wer buds d iff er en tia ted by'To yonoka ' an d'Summ erb err y '  
cro wns wer e 22 .2 % an d 84 .2 % , r esp ec tivel y , wher eas only 1 1 .1 % and 36 .8 % , r e· 
sp ec tivel y ,  flo wer ed. 

T hus , cul tur e-bo ttl e  sys tem enabl ed in vitro flo wer ing of s tra wb erry. Us ing this sys tem , 
fru its wer e  o b ta in ed by ar tif ic ial poll ina t10n. 

イチゴの花芽分化は主として低温や短日のような環

境要因によって起こるが， 体内窒素レベルを下げるこ

とによっても促進されることが知られている

1972). しかし， 圃場等の実験では圃場環境を自由に

調節できない場合が多いことから， これらの諸要因を

詳細に検討するのはきわめて難しい． 実際， 秋冷が早

い年には開花が早ま り， 10- 12月が暖かい年には開

花が遅延する（木村， 1972). ま た， 無仮植育 苗 した

より肥効がよく， 生育が旺盛になりやす

しないなどイチゴの花

に行われない（桜井， 1986). 一方， in

virtoでの培養 は， 温度および光条件の調節が比較的

容易であると同時に， 培地へ添加した物質の効果を確

認することもできる

イチゴの花芽分化に間する要因について検討

された研究 は多いが， in vitroでの開花および結実に

は， 間
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長調節物質を添加することにより成熟した果実を得た．

ま た， P er k ins ·Hub er (1992) は， 圃場で50 - 60 % 

成熟したイチゴ果実を培養 した結果， 果実重は小さく

なるが， 果実色は圃場と同程度になったと報告してい

る． 両試験とも， すでに発達した花や果実を in vitro 

培養 したものであり， 茎頂

体で， 花芽 の発育， 開花・結実について調

茎頂培養 により得たイチゴ

の無菌植物体が開花および結実するための培養器など

について検討し， in vitroでの

うか調査した．

および

結実が可能かど

一季成り性品種 ｀ とよのがおよび四季

成り性品種 ｀サマ ー ベリー＇ を用いた．

イチゴのランナー

部附属農場の圃場より採取し， クリー ンベンチ内で

70 %エタノ ー ルに5秒間， 有効塩素濃度0.5 %次亜

塩素酸ナトリウムに10 分間浸漬して殺歯した囀 これ

した後， 約0.5 mm の大

きさで茎頂部を摘出し， 培地10 ml を含む直径25 X 

高さ150 mm の試験管で無菌的に培養 ， 増殖した． 増
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殖用培地は， N6 -benzyl adenine(BA ) 0. 5 mg liter―1 

を添加した MS基本培地(Murashige·Skoog, 1962) 

を用いた． 微量要素およびビタミン類はRing·Nitsch

(1968)処方に準じた ． ほかにショ糖40g liter -iおよ

び寒天 8g lite戸を添加した． 培地のpHは， 5.5と

した ． 培地は， オ ートクレ ー ブで， 120℃, 20分間滅

菌した． 培養は25℃, 5500 ~ 6000 lx , 16時間日長

下で行った ．

茎頂培養開始3~4ヵ月後， 300ml培養フラスコ

に BAを除いた MS基本培地を 100ml入れ， 増殖し

た植物体を 1株ずつ移植し， クラウンの肥大をはかっ

た ． また， さらにクラウンを肥大させるため， 300ml 

培養フラスコより容量の大きいカルチャ ー ボトル（ポ

リカ ー ボネイト製， 100mm (W) X 110 mm (D) X 

100 mm (H))を用いた（第 1図）． カルチャ ー ボトル

のキャップには， 通気をよくするために通気フィルタ

-(直径 8mm , 最大孔径 0.02µmの極微細孔フィル

タ ー ）を2枚貼り付けた． 植物体の支持材としてロッ

クウ ール(25mm (W) X 30 mm (D) X 30 mm (H), 

以下， R . W.)を 用 い， 寒天培地（寒天 の み， 8 g 

liter― 1) 100 mlで固定した ． カルチャ ー ボトルを 滅菌

後， 材料をR. W. に固定し， 液体培地(MS基本培地，

ショ糖40g liter -l)を入れ， 培養した ．

供試個体数は， 300ml培養フラスコで培養した場

合， 両品種とも20株， カルチャ ー ボトルで培養した

場合 ‘とよのがは 9株， ‘ サマーベリ ー＇ は 19株とした．
＇とよのがおよび ＇サマ ーベリ ー＇ の培養小植物体の

花 芽分化を促進するため， 各々15℃, 10時間日長

（伏原， 1995), 15℃, 16時間日長（高野・ 常松，

1991)の条件下で 4週間生育させた． 花芽誘導処理後，

300 ml培養フラスコで培養した植物体は， 新たな同

一組成の培地に移植し， カルチャ ーボトルで培養した

植物体については， ボトル内の液体培地を全量更新し

て培養を継続した． 処理後の培養条件は両品種とも

25℃, 16時間日長， 5500~ 6000 lxとした． また，

開花 時に白金耳で無菌的に人工受粉を行った． 調査は，

出菅数， 処理後の出曹 日数， 開花後および処理後の開

花 日数について行った．

結果および考察

300 ml培養フラスコでは ＇とよのか ＇ ， ＇サマ ーベリ
ー ＇ ともクラウン径が3mm以上肥大しなかったが，

カルチャ ー ボトルでは約5mmまで肥大した ． なお，

展開葉数はクラウン径， 品種にかかわらず 11枚前後

であった ．

クラウン径約3mmの場合， 両品種とも処理終了後

60日経過しても出奮がみられなかったが， クラウン

径約5mmの場合， 出曹および開花が確認された（第

1表）ことから， これらの品種でのin vitro培養では，

クラウン径が 5mm程度まで生長しなければ出奮・開

花の可能性が少ないと考えられる． 今後， 他の品種に

ついても同様にクラウン径がある程度肥大しないと開

花しないのかどうかさらに検討が必要である ． 両品種

でクラウン径を約5mmまで生長させるために は，

300 mlフラスコに寒天培地を入れた培養系では困難

であったが， フラスコより容量の大きいカルチャ ー ボ

トルを用い， 植物体を固定したまま培地の交換が 容易

な培養系で可能となった．

Boswell (1929)は， キャベツ苗の茎の太さが 6mm

以上大きくならないと低温に感受せず， 花芽分化しな

い ことを， また， Davies·Jones(1944)は， タマネ

ギの苗の太さが10mmを越えると急に抽台が多くな

ることを報告した． 一季成り性イチゴのランナ ー 株の

場合もクラウン径が8mm以上で低温に敏感に感受す

ることが明らかにされており（伊東， 1963), 'とよの

がではクラウン径が10mmであれば夏季の低温暗黒

処理によっても開花率が60%に達することが確認さ

れている（伏原， 1990).

本実験では， クラウン径約5mmの場合， 出菅率は，
‘とよのがでは約20%と低く， ‘ サマ ーベリ ー＇ では

約80%と高かった ． 出菅 株当たりの出曹数は3前後

で品種による大きな差はみられなかった． 処理終了後

の出菅 日数は， ‘とよのか ’ で35日， ‘ サマー ベリ ー '

で25日と ‘サマーベリ ー＇ が 10日短かった． また， 開

花率は， ‘とよのがで約11% ,  . サマ ーベリ ー＇ で約

37 %と ‘ サマー ベリ ー＇ が高かった（第2図）． 開花率

が出嘗率より低下したのは， 両品種とも出管しても途

中で褐変し， 開花しない奮がみられたためである ． 開

花 株当たりの開花数は ‘とよのか ＇ で 1個， ‘サマ ーベ

リ ー ＇ で2個であったが， ‘ サマ ーベリ ー＇ の場合， 株

により開花数に差がみられた． 処理後の開花 日数は
‘とよのがで 56日， ‘サマ ー ベリ ー ＇で34日と ‘ サマ
ーベリ ー＇ が20日以上短かった．

本実験の結果では， ‘とよのか ＇ と比べて ‘ サマ ーベ

リ ー＇ の出奮率および開花率が高かったが， これは ｀サ

マ ーベリ ー＇ が四季成り性品種であることと， 花芽誘

導のために行った今回の処理条件（温度， 日長， 期

間）が本品種に適していたことが考えられる． しかし，

出嘗しても褐変した 個体が 多く， 出嘗率と比べて開花



Fig. 1. View of strawberry grown in the 
culture-bottle system. Air filter (A), Rock
wool cube (B), Liquid medium (C), Agar (D). 

Fig. 2. In vitro flowering of strawberry'Summer berry' 

Fig. 3. In vitro fruiting of strawberry'Summer berry' 
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Table 1. i n  in vitro cult ure d st raw be rry plants with diffe re nt crow n- diamete r.2 

C ult 1va r C row n 
di amete r plants 

flowe r buds 
(mm) （％） 

'Toy onoka' 3 0.0 
5 22.2 

'S umme rbe rry' 3 0.0 
5 84.2 

2 Rate d at 60 days afte r the t re atme nt. 
Me an土 S.D.

of 
N o. of flowe r 
buds pe r plant 

3.5 土 0.7Y

2.6 土 1.7

N o. of days t o  N o. of N o. of flowe r bud flowe ri ng fl owe rs t o  plants 
m （％） 

pe r plant i n  cult ure 

0.0 
35.5 土 4.9Y 11.1 1.0 56.0 

25.5 土 5.1 0.0 
36.8 2.1 土 1.2 33.6 土 3.2

率は約37 % と必ずしも高くなかったことから， 今後， roにおけるイチゴの茎頂培養からの開花が可能になり，

ら開花までの培地条件を検討する必要がある． 人工授粉によって果実の結実もみられた．

ま た， ｀とよのがの出管率および開花率ともに低かっ

たのは， 本試験における培地条件が適当 でなかったこ

とや， 伏原 (1990) が指摘しているようにクラウン径

が10 mm以上の苗でないと開花率が低下することな

どから， 植物体の大きさ， すなわちクラウン径が小さ

かったことによると考えられる． 今後， ‘とよのがの

出齋および開花率を上げるためには培地条件を含めて

クラウン径を大きく

開花したすべての花に

行 った結果， 1 花開花した＇ とよのがでは1個結実が

みられ， ‘サマ ー ベリー＇ では開花した半数 である8個

が結実した（第3図） ． 結実数 が少なかったのは， 培

養器の中の湿度が高かったため， 花粉の活性が低下し

たことによると考えられる．

本研究で得られたイチゴの inv itroの実験系

を用いて，

や窒素含量および窒素形態などの培地条件について検

討していく る．

茎頂培養 により得たイチゴの inv itroにおける開花

および結実の方法について検討した． イチゴを300

mlフラスコ で培養すると， クラウン径は3 mm以上

大きくならなかった． 一方， カルチャ ー ボトルでイチ

ゴを培養すると， クラウン径が5 mm まで大きくなっ

た．

一季成り性品種 ‘ と よのか＇ および四季成り性品種

'サマ ー ベリー ＇ ともクラウン径約3 mmでは出奮しな

かったが， クラウン径約5 mmでは出嘗および開花し

た． 出奮率は＇ とよのか＇ の場合22.2 %, 'サマ ー ベリ

.2 %であった． 開花率はとよのか

合11 . 1 %, 'サマ ーベリー ＇の場合36 .8 % であった．

以上より， カルチャ ー ボトルを用いることで inv it-
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